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高度 100 km付近の超高層大気は、地球温暖化により密度変化するなど、気候変動を予測する上で重要な研究
対象である。超高層大気は、太陽や下層大気の影響により膨張収縮し密度が変化する。そのため、大気変動を引
き起こすメカニズムは複雑であり、全容解明には、継続的な観測による多くのデータが必要となる。しかし、人
工衛星や気球による観測が難しい高度のため、観測例が極めて少なく大気の性質は未だよく理解されていない。
近年、日本のX線天文衛星「すざく」や「ひとみ」の「かに星雲」観測中の、天体観測と地没が切り替わる短

い時間を利用し、宇宙Ｘ線の大気減光を用いて超高層大気の密度の鉛直分布が測定できると実証された (Katsuda
et al., JGR, 2021)。だが、偶然任せの観測データは離散的で、メカニズム解明に至らなかった。そこで我々は、
独自に開発するＸ線カメラを国際宇宙ステーション (ISS)の曝露部に搭載することで、超高層大気の継続的な観
測を計画している。次世代Ｘ線天文衛星への搭載を目指した「Ｘ線 SOI-CMOSピクセル検出器」を用いたＸ線カ
メラを専用装置として開発している。本計画は、太陽が極大期を迎える観測最適時期 (2025年)での観測を目指
す。本講演では、研究計画の概要を報告する。


